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 福島県初！
高校生審判を目指したきっかけ

　中学で陸上部（長距離）だった大谷さん
は、福島県の磐城緑蔭高校に入学後も陸上
部に入ります。「週２回しか部活動の時間
がなく、高体連に加盟していない学校でし
た」ということで、５㎞のロードレースな
どに自分でエントリーして出場していたそ
うです。
　高校２年生だった2020年は、コロナ禍で
大会の中止が相次ぎました。そんななか、
TWOLAPS TCの横田真人氏が企画・開催
した「バーチャルディスタンスチャレンジ」
のボランティアに参加します。その際に、

「大会の裏側を知り、大会運営に興味を持
ちました。補助員でもなく、陸上に携われ
ることを知りました」と支える側に興味を
持ったそうです。
　スポーツボランティアなどにも積極的に
取り組み、スポーツボランティアリーダー
の資格も取得しました。さらに、日本陸連
の公認審判員の資格に興味を持っていきま

す。
 「日本陸上競技連盟主催の『7C-Teensプロ
ジェクト 日本選手権バックヤードツアー』
のメンバーに選んでいただき、同世代の仲
間と陸上界が抱える課題について考えるな
ど意見交換をすることができました」
　福島県の高校生で初となる日本陸上競技
連盟Ｂ級公認審判員の資格取得へ向けて、
動き出しました。

審判員になるためには？
　公認審判員になるためには、通常は春に
講習会があるそうです。ただ、大谷さんが
志したのはゴールデンウィーク頃から。そ
こで、ルールブックで勉強をして実際の大
会で実技講習をしていくかたちとなりまし
た。
 「審判講習会が各都道府県で開催されてい
て、公認審判員になるためには受講が必要
です。高校生審判をやりたかったので、徹
底的に勉強しました。筆記試験はなかった
ので、実技試験を多くやって認めていただ
きました。競技会でも休憩時間に先生にい

きなり（ルールを）聞かれたりしましたね
（笑）」
　福島県初の高校生審判ということで、「福
島県のいろいろな先生に相談をし、協力し
ていただきました。だからこそ、私たちが
率先して高校生審判を広めなくては」と熱
い想いを感じていたそうです。
　お仕事内容については、「監察員、役員係、
跳躍の記録入力などで、どの担当もまずは
先生方のサポートから始まりました。最初
に担当したのは監察員。自分がやっていた
長距離以外のことはわからないことも多く、
とにかく勉強でした。最初はハードルの失
格に関するルールもおおまかなことしか知
らなかったです。監察員も審判員の先生の
集合時間に合わせて集まり、班ごとに分か
れて準備します。
　役員係は主に表彰の担当で、表彰される
選手の控室に賞状が届くのを待ち、準備が
できたら担当の先生に伝えます。跳躍の記
録入力では棒高跳、走幅跳を担当しました」
　２日間以上ある大会の場合は、翌日の打
ち合わせもあるそうです。

　陸上の大会はたくさんの「縁の下の力持ち」によって支えられています。今回は高校時代
に日本陸連Ｂ級公認審判員を取得し、「高校生審判」として活動されていた大谷晴海さんに話
を聞きました。� 文・M高史
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Riku JOB Navi
～陸上競技を支えるプロフェッショナルを徹底紹介！～

順天堂大学スポーツ健康科学部スポーツ健康科学科１年生。陸上競技部男子長距離ブ
ロックマネージャーと、関東学生陸上競技連盟で幹事を務める。高校進学後、大会運
営に興味を持ち、高校生で福島県初となる「陸上競技Ｂ級公認審判員」の資格を取得。
さらに、日本陸上競技連盟主催の「日本選手権バックヤードツアー（7C-Teensプロジェ
クト）」のメンバーに選出され、同世代の仲間と陸上界が抱える課題について考える
場を経験するなど、陸上界を「支える側」として活躍している。

大谷晴海さん

高校生審判高校生審判No.15

所属しながら、関東学生陸上競技連盟で幹
事として活動しています。
 「普段の練習のサポートはしていなくて、
学連事務所でお仕事をしています。今年の
正月も箱根駅伝運営をしていました。帰省
した際には、地元の大会に審判として参加。
自分自身が成長したところを審判員として
示すことが、当時お世話になった福島県の
先生方への恩返しだと思っています」
　今後は、「高校生審判を知ってもらう活
動、審判資格取得についてますます広げて
いきたい」と語る大谷さん。選手のみなさ
んが思いっきり現状打破できる舞台を、選
手のみなさんに負けないくらいの情熱、気
配り、行動力で支え続けています！

審判で大切な
アスリートファースト

　審判で大切なことは何かを、大谷さんに
聞きました。
 「アスリートファーストを心掛けていまし
た。そして、自分の仕事内容だけをこなす
のではなく、周りを見て行動することです。
どうやったら大会がうまくいくか考えなが
ら活動していました。陸上をやる側だった
私が裏方として活動していて、たくさんの
方に支えられて競技ができていたんだな
と気づかされました。競技ができることが
当たり前でないことを実感しましたし、審
判をやらなかったら気づけなかったことで
す。審判として高校生のうちから活動でき
たのはとてもいい経験だったと思います。
上位の大会に出られない生徒も、審判とし
て上位の大会に参加できるのは自分の財産
になります。選手としては行けなくても実
際にレースを見ることで勉強できますし、
モチベーションも上がりますから」
　審判だからこそ味わえた経験を経て、大
谷さんは現在、順大男子長距離ブロックに
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高校生審判の経験を経て、
大会を支える活動を続けて
いる大谷さん

競技ができることは当たり前じ
ゃない!!

競技ができることは当たり前じ
ゃない!!

大会運営支える高校生たち大会運営支える高校生たち

回答いただいた方の中から抽選で５名様へ陸連グッズをプレゼント！
今後の掲載内容の参考にさせていただきたいと考えておりますので、是非下記アンケートへのご協力をお願いいたします。
� https://forms.gle/6aSTvqfcen6Xo3cW9

読者アンケート

第106回日本陸上競技選手権大会20km競歩
第34回U20選抜競歩大会
＜開催日＞
２月19日（日）
＜開催場所＞
六甲アイランド
甲南大学西側20㎞コース

https://www.jaaf.or.jp/competition/detail/1695/

https://www.jaaf.or.jp/racewalking/

https://www.jaaf.or.jp/competition/detail/1696/

https://www.jaaf.or.jp/competition/detail/1705/

大会ページ

競歩特設サイト「Race walking Navi」

大会ページ

大会ページ

第106回日本陸上競技選手権大会クロスカントリー競走
第38回U20日本陸上競技選手権大会クロスカントリー競走

東京マラソン2023
ＪＭＣシリーズⅡ　第２期男子７戦＆女子５戦（Ｇ１）！

＜開催日＞
２月26日（日）８時35分スタート
＜開催場所＞
海の中道海浜公園（福岡）

＜開催日＞
３月５日（日）
＜開催場所＞
東京都庁 スタート

　日本選手権バックヤードツアーに応募した、大会運営
に興味のある７名の高校生で結成されたプロジェクト。
多くの人々が、「する・見る・支える」とさまざまなかた
ちで陸上競技を楽しむことができるよう、大会運営につ
いて学び、考える場として 2021年６月発足した。オン
ラインミーティング及び日本選手権バック
ヤードツアーなど、約３ヵ月間にわたって
活動している。

〜「7C−Teens プロジェクト」とは〜

https://www.jaaf.or.jp/news/article/15511/

　競技会の審判をする公認審判員は、これまではＢ級、
Ａ級、Ｓ級の３つの階級があり、最初のステップである
Ｂ級は18 歳以上が対象だった。
　2021年に新設されたＣ級は高校１年生から、各都道
府県の陸上競技協会が開催する所定の講習会や研修を
受講し、基礎的な技術と知識を身につけたと認められ
れば公認審判員になることができます。

〜高校生も取得ができる！「Ｃ級審判員」〜

https://www.jaaf.or.jp/files/upload/202103/
24_222114.pdf

https://www.jaaf.or.jp/competition/detail/1721/

https://www.jaaf.or.jp/competition/detail/1706/

大会ページ

大会ページ

大阪マラソン2023
ＪＭＣシリーズⅡ　第２期男子６戦（Ｇ１）＆女子４戦（Ｇ２）！

名古屋ウィメンズマラソン2023
ＪＭＣシリーズⅡ　第２期女子６戦（Ｇ１）！

＜開催日＞
２月26日（日）９時05分スタート
＜開催場所＞
大阪城 フィニッシュ

＜開催日＞
３月12日（日）
＜開催場所＞
バンテリンドーム ナゴヤ  スタート・フィニッシュ

大会JAAF Info


